
１ 　趣旨
　厚生労働省が公表した人口動態統計（令和６年[１～１２月]概数）の概況を取りまとめた。

２ 　概況
(1) 出生

　○出生数は、１５，７６５人（対前年９１７人減少）

　○合計特殊出生率（※）は、１．２９（高い方から全国１６位）

　　　（※１５～４９歳の女性の年齢別出生率の合計）

(2) 死亡

　○死亡数は、３５，５９９人（対前年３６人増加）

　○死亡率（人口千対）は、１３．４（高い方から全国３５位）

　　　　主な死因

　　　　①悪性新生物　８，３４２人　（人口１０万対死亡率　３１４．２）

　　　　②心疾患　　　５，７７２人　（　　　　〃　　　　　２１７．４）

　　　　③老衰　　　　４，１６６人　（　　　　〃　　　　　１５６．９）

　　　　④脳血管疾患　２，２３４人　（　　　　〃　　　　　　８４．１）

　　　　⑤肺炎　　　　１，６８０人　（　　　　〃　　　　　　６３．３）

(3) 自然増減

　○自然増減数（出生数－死亡数）は、△１９，８３４人

(4) 婚姻

　○婚姻件数は、１０，０９９組（対前年１６組増加）

　○婚姻率（人口千対）は、３．８（高い方から全国１０位）

(5) 離婚

　○離婚件数は、４，０９９組（対前年４組減少）

　○離婚率（人口千対）は、１．５４（高い方から全国１５位）

　なお、この統計資料の数値は、日本において発生した日本人の事象を客体としている。

　また、数値は概数であり、確定値については、本年９月頃に厚生労働省が発表する予定である。
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広島県の人口動態統計（令和６年[１～１２月] 概数）の概況
［出典　令和６年人口動態統計月報年計（概数）の概況　厚生労働省］

表１　人口動態総覧

項目
実数

率（注）
広島県 全国

令和６年 令和５年 対前年比

  出    生 15,765 人 16,682 人 94.5 ％

      合計特殊出生率 1.29 1.33 1.15

100.1

5.9 6.2 5.7 6.0

1.20

  死    亡 35,599 人 35,563 人

  自然増減 △ 19,834 人 △ 18,881 人 △ 7.6 △ 7.0

％ 13.4 13.3 13.3 13.0

106.1

△ 7.5 △ 7.0

  死    産 350 胎 330 胎

  婚    姻 10,099 組 10,083 組 3.9

％ 21.7 19.4 21.8 20.9

100.2 ％ 3.8 3.8 4.0

％ 1.54 1.53 1.55 1.52  離    婚 4,099 組 4,103 組 99.9

（注） 各比率の算出方法
○出生・死亡・自然増減・婚姻・離婚率 ＝ 年間の事件数／基礎人口 × １，０００
○合計特殊出生率 ＝ （母の年齢別出生児数／年齢別女性人口）の１５歳から４９歳までの総和

人口動態統計とは ～ 出生、死亡、婚姻、離婚及び死産の５種類の「人口動態事象」について

市町へ提出された届書等（出生届等）をもとに集計したもの


